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第２回協議事項：一部事務組合規約（案）の内容について 

第１回協議会の協議結果について 

協議事項１ 事業実施主体 

       ➤「新たな一部事務組合の設立」で決定 

 協議事項２ 事業全体スケジュール 

       ➤「令和９年度中の新施設完成及び稼働」で決定 

 協議事項３ 共同処理事務（分別区分、収集運搬、整備する施設） 

       ➤第２回協議会で継続審議 

ただし、収集運搬は各市独自対応で一致 

 協議事項４ 経費の負担割合 

       ➤第２回協議会で継続審議 

 

地方自治法の規定について（抜粋） 

 一部事務組合の設立には、下記規定を設けた規約を制定する必要があります。 

このため、規約に定めるべき項目について協議します。 

（規約等） 

第二百八十七条 一部事務組合の規約には、次に掲げる事項につき規定を設けなければならない。 

一 一部事務組合の名称 

二 一部事務組合の構成団体 

三 一部事務組合の共同処理する事務 

四 一部事務組合の事務所の位置 

五 一部事務組合の議会の組織及び議員の選挙の方法 

六 一部事務組合の執行機関の組織及び選任の方法 

七 一部事務組合の経費の支弁の方法 

２ 一部事務組合の議会の議員又は管理者（第二百八十七条の三第二項の規定により管理者に代えて

理事会を置く第二百八十五条の一部事務組合にあつては、理事）その他の職員は、第九十二条第二

項、第百四十一条第二項及び第百九十六条第三項（これらの規定を適用し又は準用する場合を含

む。）の規定にかかわらず、当該一部事務組合の構成団体の議会の議員又は長その他の職員と兼ね

ることができる。 

資料１ 
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【協議事項１】名称について 
 

 一部事務組合の名称について協議します。 

 名称は、構成市や地域の総称及び設立の目的を組み合わせているケースが多い状況です。 

 

１ 県内状況 

  〇〇資源循環組合    １団体 

  〇〇環境保全組合    ２団体 

  〇〇資源環境組合    １団体 

  〇〇衛生組合      ５団体（衛生センター組合含む） 

  〇〇広域清掃組合    １団体（行田市構成団体） 

  〇〇広域市町村圏組合  ３団体（ごみ処理以外も含めた広域行政） 

 

２ 名称（案） 

 
北埼玉 ほくさい 利根地域 

行田市羽生市 

（羽生市行田市） 

行田羽生 

（羽生行田） 

資源循環組合      

環境保全組合      

資源環境組合      

環境資源組合      

環境組合      

衛生組合      

広域環境組合      

広域清掃組合      

 

【協議事項２】構成団体について 
 

 基本合意に基づき、行田市及び羽生市とします。 

 
【協議事項３】共同処理する事務について【第 1回継続審議】 
 

１ 規約規定（案） 

１）一般廃棄物処理施設の共同整備に係る計画の策定に関すること 

２）一般廃棄物処理施設の共同整備及び稼働後の管理運営に関すること 

３）前２号に附帯する業務 

 

２ 継続審議事項（分別区分及び共同整備する施設） 

第１回協議会での両市の方針を踏まえ、「分別区分」及び「共同整備する施設」について

継続協議します。 

 なお、「収集運搬」については、両市とも独自に実施とすることで一致しています。 
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第１回協議会の協議結果 

・分別区分 

行田市 羽生市 

ペットボトル及び剪定枝は、資源化 

プラスチックごみは、不燃ごみから可燃ごみに

変更 

※ 現在、資源リサイクル審議会で継続審議中 

既存の分別区分を基本に、ごみ減量化のための

新たな資源化も視野に入れて検討中 

プラスチックごみは、今後の国の動向を注視 

 

・共同整備する施設 

行田市 羽生市 

可燃ごみ処理施設、不燃・粗大ごみ処理施設、 

剪定枝資源化施設、リサイクル用ストックヤー

ド 

可燃ごみ、不燃・粗大ごみ処理施設は整備する

方針 

ごみの減量化や資源化のための新たな施設の

共同整備について検討中 

 
【協議事項４】事務所の位置について 
 

 事務所の位置について協議します。 

 施設の稼働までの事務所については、建設候補地を有する自治体の公共施設を使用する

事例が多い状況です。 

 

１ 事務所位置（案） 

 【施設稼働前】 

 ・行田市所有公共施設内（行田市役所など） 

 【施設稼働後】 

 ・事業方式等を踏まえ、総合的に検討する 

 

【協議事項５】議会の組織及び議員の選挙の方法について 
 

 組合議会の組織について協議します。 

 

１ 議員定数 

１）県内状況（議員１名に対する人口割合）について 

１万人以下      ４団体 

１万人以上２万人未満 ６団体 

２万人以上３万人未満 ２団体 

３万人以上      １団体 
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２）計画収集人口（平成３０年度） 

行田市  ８１，５２２人 

羽生市  ５５，０９２人 

合 計 １３６，６１４人 

 ３）定数（案） 

 案１ 案２ 案３ 案４ 

人口割合 概ね１万人当たり１人 概ね 1.5万人当たり１人 概ね２万人当たり１人 両市同数 

組合全体 １４ ９ ７ １０ 

うち行田市 ８ ５ ４ ５ 

うち羽生市 ６ ４ ３ ５ 

 

２ 選出方法 

１）県内状況 

   １３団体全てにおいて、構成団体の議会の議員のうちから選挙 

 ２）選出方法（案） 

   構成市の議会の議員のうちから選挙 

 

３ 任期 

１）県内状況 

１３団体全てにおいて、構成団体の議会の議員の任期 

２）任期（案） 

構成市の議会の議員の任期 

 

【協議事項６】執行機関の組織及び選任の方法について 
 

 執行機関の組織について協議します。 
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１ 管理者（特別職） 

１）県内状況 

  選任方法  協議による選出 １０団体 

互選による選出  ３団体 

  任期    １３団体全てにおいて、構成市の長の任期 

２）選任方法（案）  協議による選出 

３）任期（案）    構成市の長の任期 

 

２ 副管理者（特別職） 

１）県内状況 

選任方法  協議による選出 １０団体 

互選による選出  ３団体 

  任期    １３団体全てにおいて、構成市の長の任期 

２）選任方法（案）  協議による選出 

 ３）任期（案）    構成市の長の任期 

 

３ 会計管理者（一般職） 

 １）県内状況 

   選任方法  １３団体全てにおいて、管理者が任命 

   選出区分  管理者の属する団体の会計管理者が併任 １１団体 

         副管理者の属する団体の会計管理者が併任 ２団体 

 ２）選任方法（案）  管理者が任命 

３）選出区分（案）  管理者の属する団体の会計管理者が併任 

 

４ 職員 

 １）県内状況   

   定数及び給与  １３団体全てにおいて、組合の条例で定める 

 ２）定数及び給与（案）  組合の条例で定める 

              ただし、当面の間は両市からの派遣職員とする 

 

５ 監査委員 

 １）県内状況 

   定数  １３団体全てにおいて、２人 

   任期  議員の任期又は４年 １２団体 

       議員の任期又は２年  １団体 

   選出区分  １３団体全てにおいて、組合議員及び識見を有するもの 

 ２）定数（案） ２人 

 ３）任期（案） 議員の任期又は４年 

 ４）選出区分（案） 組合議員及び識見を有するもの 
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【協議事項７】経費の支弁の方法について【第 1回継続審議】 
 

１ 規約規定（案） 

１）組合の経費は、構成市の負担金及び組合の事業により生ずる収入及びその他の収入

をもってこれに充てる。 

２）前項の負担は、次の割合をもって構成市が負担する。 

均等割 ○○％ 

人口割 ○○％ 

 ３）前項の基礎となる人口は、当該年度の初日の属する年の１月１日現在における住民

基本台帳人口とする。 

 ４）第２項の規定は、共同整備する施設の供用開始の日の翌年度以後、人口割をごみ量

割に読み替える。 

 ５）前項のごみ量割の基礎となるごみ量は、当該年度の前年の１月１日から１２月末ま

でに組合が処理をしたごみの量とする。 

 

２ 継続審議事項（経費の負担割合） 

第１回協議会での両市の方針を踏まえ、「経費の負担割合」について継続協議します。 

 

第１回協議会の協議結果 

・経費の負担割合 

行田市 羽生市 

施設整備費は、均等割３０％、人口割７０％ 

稼働翌年度から、人口割をごみ量割に読み替え

る 

用地取得費及び周辺環境整備費の負担は、施設

整備費の扱いとする 

施設整備費は、均等割１０％、人口割９０％ 

稼働翌年度から、人口割をごみ量割に読み替え

る 

用地取得費及び周辺環境整備費の負担は、施

設整備費の扱いとする 

 

 


